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可
蹴
小
蔵
省
十
八

る
人
た
し
。
藤
村
太
郎
右
衛
門
は
越
後
が
家
来
に
て
、
民
間
丸
に
て

働
有
之
、
限
近
に
被
召
出
。
此
太
郎
右
衛
門
へ
小
幡
事
を
尋
ね
け
れ
E

も
、
曾
て
不
知
と
い
ふ
。
石
川
丈
山
初
は
嘉
右
衛
門
と
云
ふ
。
御
旗

本
よ
り
微
妙
公
御
陣
へ
御
使
に
来
り
、
御
家
の
先
手
へ
加
り
高
名
し
、

微
妙
公
御
言
葉
被
懸
た
る
よ
し
‘
三
河
記
十
四
之
巻
丈
山
停
に
見
え

た
り
。
然
れ

E
も
御
家
に
て
は
見
た
る
者
も
、
開
た
る
人
も
た
し
。

生
駒
八
郎
右
衛
門
は
、
微
妙
公
御
幼
年
の
時
御
見
小
姓
を
勤
め
、
京

都
に

τ遊
女
町
へ
ゆ
き
暗
嘩
し
出
し
、
共
首
尾
は
悪
敷
も
た
し
。
然
れ

ど
も
悪
所
の
儀
御
法
度
の
筋
に
て
御
知
行
御
取
上
被
成
。
然
る
所
瓦

陣
の
時
大
坂
の
披
へ
入
、
四
月
二
十
九
日
塙
閤
右
衛
門
1

山
口
大
島
・
等

と
一
所
に
、
住
r
江
へ
出
で
大
た
る
働
し
た
る
よ
し
申
け
れ

εも
、
共

味
微
妙
公
善
々
御
合
鮪
に

τ、
共
後
御
園
へ
立
蹄
り
け
れ
ど
も
、
少
し

扶
持
被
下
置
、
絡
に
御
知
行
と
て
は
不
被
下
候
。
微
妙
公
苑
去
の
後
、

保
科
肥
後
守
殿
へ
善
き
っ
て
を
以
て
、
大
坂
の
事
鬼
の
様
に
申
上
げ
、

肥
後
守
殿
よ
り
の
仰
に
て
千
石
御
知
行
被
下
候
。
い
つ
は
り
過
言
も

の
に

τ
、
御
家
に
人
も
無
き
や
う
に
申
候
は
、
共
時
節
大
坂
に
て
先

の
者
は
皆
死
亡
し
ぬ
れ
ば
也
。
さ
れ
ど
も
能
〈
開
発
え
た
る
も
の
あ

り
て
云
様
は
、
八
郎
右
衛
門
五
月
六
日
未
明
に
大
坂
表
を
は
づ
し
.

手
へ
仕
掛
、
松
村
孫
三
郎
の
っ
き
り
、
長
が
士
ど
も
を
衆
倒
す
c
滞
井

駿
一
舎
に
見
え
た
り
、
略
之
。
丸
月
十
五
日
閥
原
簿
去
の
左
右
あ
り

て
y
小
松
城
主
丹
羽
長
貫
降
参
也
。
但
小
松
懸
橋
の
上
に
て
長
冨
御

櫨
あ
り
。
公
に
は
胡
床
に
腰
を
懸
ら
れ
、
長
重
は
上
下
に
て
御
穂
、

共
揚
左
近
を
質
に
出
し
岡
島
備
中
預
之
。
此
方
よ
り
微
妙
公
御
幼
年

の
時
に
て
質
に
御
越
被
成
、
坂
井
奥
右
衛
門
宅
に
被
成
御
座
候
。
共

後
長
賞
御
先
手
へ
加
り
御
上
京
有
之
、
色
々
一
御
詫
言
被
仰
上
侯
庭
、

徳
川
公
御
承
引
無
之
、
長
室
小
松
の
領
知
被
召
上
候
。

一
、
溜
井
源
右
衛
門
の
殉
死

灘
井
瀕
右
衛
門
一
政
平
生
子
供
へ
申
し
け
る
は
.
袴
の
緒
の
結
様
粗

相
成
は
慈
し
。
心
を
付
て
念
を
入
て
結
び
、
共
鈴
は
し
か
と
挟
み
た

る
よ
し
と
云
ふ
。
陽
庚
公
諾
後
に
殉
死
の
時
・
袷
二
つ
着
た
る
に
上

を
ぽ
ぬ
ぎ
、
下
に
着
た
る
白
袷
に
袴
を
着
、
共
緒
を
し
か
と
結
び
雨

わ
な
に
し
‘
と
く
と
引
合
闘
方
を
挟
み
‘
扱
推
は
だ
ぬ
き
自
殺
せ
り
。

死
に
臨
て
常
言
を
不
失
、
従
容
と
し
て
見
事
也
。

て
寛
永
行
幸
の
時
微
妙
公
御
召
馬

寛
永
行
幸
・
の
時
、
微
妙
公
御
召
馬
、
今
日
ほ
ど
の
天
晴
は
無
之
候
。
天

下
の
名
馬
に
候
問
、
小
龍
に
被
召
可
然
と
て
‘
御
装
束
に
て
被
召
け

可
観
小
説
巻
十
八

三
五

O

御
家
の
陣
小
屋
に
隠
れ
居
た
る
に
憶
に
逢
た
る
と
い
ふ
あ
り
。
四
月

二
十
九
日
住
，
江
に
て
の
働
は
無
綬
検
事
也
。
共
身
申
度
ま
L

の
過
言

も
の
に
て
如
此
。
さ
れ
E
も
不
案
内
の
若
き
も
の
共
は
、
信
と
問
て

世
上
へ
流
布
せ
り
。
か
り
そ
め
の
物
穏
に
も
、
只
武
漣
の
俄
は
そ
へ

訟
の
と
す
た
有
様
に
い
へ
と
あ
り
。
恥
致
事
共
也
。
関
屋
政
務
話
。

一
、
岩
石
披
一
番
乗
の
人
々

実
正
十
五
年
四
月
朔
目
、
瑞
龍
公
及
蒲
生
氏
郷
・
丹
波
山
ザ
特
等
盟
前

闘
岩
石
披
攻
。
披
主
長
三
郎
左
衛
門
国
守
之
。
然
共
絡
に
落
城
。
此
時

河
原
兵
庫
・
大
平
左
馬
・
坪
内
次
左
衛
門
三
人
、
氏
郷
の
匡
浦
生
源
左

衛
門
・
満
生
五
郎
兵
衛
・
名
護
屋
山
三
郎
三
人
以
上
六
人
、
城
衆
一
番

に
て
城
内
に

τ鎗
合
高
名
す
。
太
閤
の
御
前
へ
被
召
出
各
金
銭
を
賜

は
る
。
除
制
一
鳩
山
寸
郡
…
諮
問
一
服
飢
ほ
一
%
唱

f
久

一
、
丹
羽
長
重
小
松
の
領
知
被
召
上

慶
長
五
年
七
月
二
十
七
日
瑞
龍
公
金
津
御
出
降
、
八
月
三
日
大
正
持

城
へ
御
取
懸
也
。
総
橋
へ
は
利
政
公
か
L
り
給
ひ
、
側
喰
し
ぼ
り
閉
鎖
川

一
目
白
唱
揚
手
鎚
ゲ
丸
へ
は
瑞
龍
公
御
か
t
A

り
、
邸
目
落
城
す
。
八
月
七
日
三

堂
山
へ
御
引
取
、
御
幸
塚
に
緒
絡
を
残
し
位
て
八
日
に
引
上
げ
給
ふ
。

此
時
小
松
よ
り
江
口
三
郎
宿
衛
門
大
領
へ
出
張
し
、
長
九
郎
左
衛
門

り
。
小
能
は
局
場
に
て
は
や
き
事
烏
の
飛
ぶ
ご
と
く
に
て
、
無
使
の
名

馬
な
が
ら
、
鞍
あ
ら
〈
興
が
ま
へ
悪
し
く
、
御
装
束
も
め
、
御
後
よ
り

散
々
見
苦
し
く
あ
り
し
。
天
下
の
見
物
と
い
へ
ど
も
、
被
召
替
事
も
な

ら
や
不
興
也
と
。
脚
櫛
内

一
、
高
徳
公
・
秀
吉
公
御
夫
婦
互
に
入
畑
の
事

高
徳
公
御
小
織
の
時
太
閤
も
小
身
、
互
に
尾
州
に
被
成
御
座
倣
頃
、

太
閤
の
奥
方
は
高
徳
公
の
御
媒
に
て
御
嫁
姿
、
叉
芳
春
夫
人
は
太
閣

の
御
媒
に
て
御
婚
櫨
た
り
。
依
之
御
夫
婦
共
に
互
に
御
入
畑
也
心
安

土
城
下
に
て
屋
敷
を
も
隣
並
に
御
請
取
、
相
互
に
無
飴
儀
被
仰
逝
候
。

依
之
公
は
本
勝
家
の
旗
下
た
り
と
い
へ
ど
も
、
柳
瀬
敗
軍
の
時
公
は

不
破
彦
三
と
府
中
城
内
陀
被
成
御
座
候
慮
、
太
閤
何
の
沙
汰
に
も
不

及
、
叉
左
と
我
等
は
筋
目
有
之
問
、
無
事
の
儀
は
不
可
有
仔
細
と
て
、

あ
な
た
よ
り
和
談
御
と
ひ
、
府
中
の
按
へ
御
入
被
成
候
。
然
共
公
は

御
針
商
難
成
と
て
建
て
御
断
被
仰
建
候
慮
、
秀
吉
公
、
是
非
と
も
只
今

御
劉
商
被
成
度
候
。
末
々
少
し
も
御
如
在
あ
る
ま
じ
。
賀
州
に
て
こ

郡
可
被
遁
と
て
し
き
り
に
被
仰
入
候
。
此
う
へ
は
と
て
‘
俄
に
公
は
御

落
髪
被
成
候
て
御
出
座
也
。
太
閤
御
覧
じ
、
扱
々
御
律
義
友
る
休
哉
と

て
御
感
涙
被
成
、
追
付
御
益
事
被
成
候
。
此
時
不
破
彦
三
に
は
太
閤

三
五
一




